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　本論文は、早稲田大学大学院において、後藤春彦教授のご指導のもとで取り組んできた

研究を取りまとめたものです。今年で後藤春彦研究室 立から１０周年を えますので、

筆者が農山漁村を研究対象とし、右も左もわからずに研究活動をはじめてからも１０年と

いう月日が流れたことになります。その間には、一度は民間コンサルタントに就職し、

市 画・まちづくりの実務を行いましたが、修士 程で抱いた問題意 を深めたく思い、

再度、大学院の博士後期 程にて研究活動を行うこととしました。後藤春彦教授には、そ

の際にも、転身に関わるさまざまことにご配慮いただきました。また、研究を進めて行く

にあたり、研究の主題 定から取りまとめに至るまで、並々ならぬご指導を賜りました。

さらに、研究室生活の様々な場面において、貴重なご教示を多数いただきました。ここに、

深く感 の意を表させていただきます。

　本論文は、フィールド調査を中心に進めてきたものであり、それぞれの研究対象地の地

域住民の方々や自治体の方々のご理 とご協力のもとで研究を進めることができました。

厚くお礼申し上げます。

　大学院における研究過程において、ご指導を頂いた諸先生にも感 の意を表します。特

に論文作成と審査の過程において、戸沼幸市教授からは、研究に対する基本的な姿勢と研

究の意義についてご教示を賜りました。佐藤滋教授からは、論の展開からまとめ方に至る

まで貴重なご指導を賜りました。井手久登客員教授からは、造園学・農村 画学の視座か

ら論文全体にわたり丁寧なご指導を賜りました。心から感 いたし、御礼申し上げます。

　私が中心的に進めてきたゼミである、修士 程における離島研究グループや、博士後期

程における現在の地域共生研究グループに参加した、多くの卒論生や大学院生とは、議

論を深めるとともに協力を得ることができました。特に本論文においては、丸山敏弘氏、

細田祥子氏によるところが多大であります。また、後藤春彦研究室の仲間たちとは、馬

げたことをしながらも、真剣な刺激をしあい、苦しい中でも楽しみを忘れずに研究をすす

めることができました。厚く感 いたします。

　本論文は、早稲田大学特定 題研究費、 島科学技術振興財団、実吉奨学会の助成によ

り行われた成果の一 でもあります。記して 意を表します。

　最後に、私事ながら、会社を退職し学生をやり直すわがままを し、その他、さまざま

な心配をかけながらも支えてくれた、家族に感 したいと思います。




